
高周波加熱装置の特徴

1 短時間加熱・・瞬間に大きなエネルギーを注入できる
2 局部加熱・・余分なところを加熱しない
3 自己(直接）発熱で非接触加熱
4 クリーン加熱・・余分な熱や排ガスをださない
5 表皮効果がある
6 制御、.自動化が容易
7 小形･軽量、取り扱い易い、安全
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業界呼び名

加熱分類

精密工具の
焼きばめチャッキング

電波法

（ＩＳＭバンド）

ビレットヒーター
大型溶解炉

非接触充電
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PE管、シートなどの熱溶着
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電縫管
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計測器部品
半田付に

眼鏡部品等
精密部品の銀ロー付

ここも高周波 超高周波

電磁調理器
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http://www.netushori.co.jp/story2/pdf/12.pdf

